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実験における地盤材料の評価 

―水理学的アプローチと地盤工学的アプローチ― 

 

海岸工学委員会 

水理模型実験における地盤材料の取り扱い方法に関する研究小委員会 

 

平成28年9 月9日(金)13:00-15:00 A 棟A401 

 

開催主旨 

水理模型実験の縮尺設定に際してフルード相似則を用いることが多い．しかし地盤材料

を扱う場合，その幾何縮尺を厳密に適用することは難しい．そこで水理学分野では，同質

かつ小さな材料が一般的に用いられてきた．一方，地盤工学分野で従来から活用されてき

た遠心載荷装置を用いた水理模型実験手法が開発され，学会でも数々の適用事例が報告さ

れている．しかし従来の水理学分野では 1G場を前提とするのに対し，遠心載荷装置では遠

心力場に応じた相似則を用いることから，水理学分野と地盤工学分野において相似則を含

めた実験の整合性および結果の取り扱いに対する共通認識を得るには至っていない．そこ

で両分野の研究者にお集まり頂いて討議を行う． 

 

座 長 

名古屋大学大学院 工学研究科 社会基盤工学専攻 

教授  水谷 法美  氏（海岸工学，海洋工学） 

 

話題提供者（50 音順） 

港湾空港技術研究所 海洋研究領域 耐波研究チーム 

グループ長  鈴木 高二朗  氏（海岸工学，耐波工学） 

『消波ブロック被覆堤ブロック下部の洗掘量の推定について』 

 

横浜国立大学大学院 都市イノベーション研究院 都市イノベーション部門  

准教授  鈴木 崇之  氏（海岸工学，沿岸環境工学） 

『砂浜海岸における現地調査，および室内実験における底質移動実験』 

 

関西大学 環境都市工学部 都市システム工学科 

准教授  飛田 哲男  氏（地盤地震工学） 

『地盤模型実験と相似則』 

 

豊橋技術科学大学 建築・都市システム学系 都市・地域マネジメント学分野 

講師  松田 達也  氏（地盤工学，応用力学） 

『土粒子-要素に着目した水際における地盤挙動の考察」 
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